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「
同
和
問
題
」
と
は
、
日
本
社

会
の
歴
史
的
過
程
で
形
作
ら
れ
た

身
分
差
別
に
よ
っ
て
、
特
定
の
地

域
に
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど
を
理
由

に
、
一
部
の
人
々
が
長
い
間
、
経

済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
い

状
態
を
強
い
ら
れ
、
差
別
を
受
け

る
日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
す
。

　

差
別
意
識
の
解
消
を
目
指
し

て
、「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
や
「
人

権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計

画
」
を
軸
に
、
教
育
や
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、平
成
28
年
に
は
、「
部

落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
差
別
の
解

消
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
大
き
く
育
つ
と
い
い
な
」「
大

切
に
育
て
よ
う
」「
元
気
に
育
っ

て
ね
」
子
ど
も
た
ち
の
口
々
か
ら

出
る
、
愛
情
が
こ
も
っ
た
言
葉
た

ち
。

　
４
月
23
日
に
、
大
溝
小
学
校
３

年
生
58
人
と
町
の
人
権
擁
護
委
員

が
一
緒
に
、「
ひ
ま
わ
り
」
の
種

を
植
え
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が

協
力
し
て
花
を
育
て
る
こ
と
で
命

の
尊
さ
を
実
感
し
、
や
さ
し
さ
と

思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
は
花
言
葉
が
、「
あ

な
た
だ
け
み
つ
め
て
い
る
」「
あ

な
た
は
す
ば
ら
し
い
」
の
意
味
で

あ
り
、
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る

「
人
権
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
こ

と
や
、子
ど
も
の
心
身
の
成
長
が
、

太
陽
に
向
か
っ
て
成
長
す
る
ひ
ま

わ
り
と
合
致
す
る
た
め
、
人
権
の

花
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
同
和
問
題
・
更
生
保

護
を
通
し
て
人
権
を
考
え
ま
す
。

●
正
し
く
学
ぶ
こ
と
の

　
大
切
さ

●
今
な
お
残
る
差
別

●
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）

　
と
は

●
人
権
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」

　
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
正
し
く
学
び
、
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
問
題
を
取
り
上
げ
ず
、
そ
っ
と

し
て
お
け
ば
、
自
然
と
解
決
す
る

と
い
う
考
え
方
（
寝
た
子
を
起
こ

す
な
論
）
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
町
が
実
施
し
た

「
人
権
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
」

で
も
、回
答
者
の
２
割
以
上
が「
わ

ざ
わ
ざ
と
り
あ
げ
な
い
で
、
そ
っ

と
し
て
お
く
方
が
よ
い
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
考
え
方
で
は
、
問
題
に
蓋ふ
た

を
す
る
だ
け
で
、
今
起
こ
っ
て
い

る
差
別
問
題
を
放
置
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
差
別
を
受
け
た
人
が

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
誰
に
も
相
談

で
き
な
い
状
況
を
つ
く
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　
今
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
で
す
。
誤
っ
た
情
報
や
差
別
的

な
発
言
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時

正
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
知
識
や
考
え
方
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
て
、
啓
発
活
動
を
行
っ

て
も
、
交
際
や
結
婚
を
反
対
さ
れ

る
、
就
職
活
動
で
不
利
な
扱
い
を

受
け
る
な
ど
、
部
落
差
別
は
今
も

存
在
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

た
差
別
を
助
長
す
る
書
き
込
み
や

動
画
投
稿
が
あ
り
ま
す
。
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●
立
ち
直
り
を
支
え
る

　
地
域
の
力

きもちを考えるおはなし会

●日時　７月６日㈯　13 時 15 分開会
●場所　こっぽーっとホール
●内容　中学生弁論発表　３名
　　　　映画「破戒」上映
　激しい差別から、出自を隠さざるを得なかっ
た被差別部落出身の主人公。その生きる姿、葛
藤する姿を通して部落差別を描く。

　絵本の読み聞かせを通して、きも
ちについて考えてみませんか？
●日時　７月 14 日㈰　14 時開始
●場所　図書・情報センター
　　　　2 階  おはなしコーナー

　「言葉の責任」を考えるパネル展
●日時　７月 10 日㈬～ 26 日㈮
●場所　図書・情報センター２階

　
「
更
生
保
護
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
こ
れ
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
た
ち
に
立
ち
直
り
に
向
け
た
指

導
や
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
再
犯

を
防
ぎ
、
社
会
復
帰
と
自
立
を
助

け
る
活
動
で
す
。

　
地
域
社
会
の
な
か
に
居
場
所
が

得
ら
れ
れ
ば
、
立
ち
直
り
の
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
逆
に
社

会
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
う
と
、
再

犯
や
再
非
行
と
い
っ
た
悪
循
環
に

陥
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
更
生
保
護
は
、
こ
う
し
た
悪
循

環
を
断
ち
切
り
、
誰
も
が
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

同和問題啓発強調月間映画上映会及び
第 74 回社会を明るくする運動推進大会

きもちを考える展示
「絵本から学ぶ同和問題」

正しく知る　相手を知る　きもちを考える

社会を明るくする運動強調月間啓発活動
▼街頭活動・内閣総理大臣メッセージ伝達式
　●日時　７月１日㈪　８時半
　●場所　大木町役場玄関
▼街頭活動、挨拶運動
　●日時　７月３日㈬　７時半～１時間程度　　　
　●場所　大木中学校校門前
▼大川・大木地区青少年弁論大会
　●日時　７月５日㈮　14 時開会
　●場所　大川市文化センター小ホール
▼筑後地区青少年弁論大会
　●日時　７月 27 日㈯　13 時～　
　●場所　うきは市文化会館白壁ホール

●
更
生
保
護
と
は

　
犯
罪
や
非
行
の
背
景
に
は
、
本

人
が
望
ま
な
い
孤
立
や
社
会
的
な

孤
独
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ

ら
さ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
生
き
づ
ら
さ
を
理
解
し
、

寄
り
添
う
こ
と
が
立
ち
直
り
の
た

め
に
は
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
し

て
そ
れ
に
は
、
保
護
司
（
立
ち
直

り
を
直
接
支
援
す
る
民
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
排
除

せ
ず
、
同
じ
地
域
に
住
む
仲
間
と

し
て
そ
の
存
在
を
受
け
入
れ
、
立

ち
直
り
を
見
守
る
な
ど
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と

は
、
す
べ
て
の
人
が
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
た
ち
の
更
生
へ
の
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全

で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
毎
年
７
月
が
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
強
調
月
間
・
再
発
防
止

啓
発
月
間
」
と
さ
れ
、
全
国
で
だ

れ
も
が
参
加
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
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上
牟
田
口
地
区
で
、
毎
年
７
月

の
第
２
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
祇ぎ
お
ん園

獅し
し
ま
い
子
舞
。
明
治
時
代
の
中
頃
か
ら

始
ま
り
、
２
度
の
中
断
を
乗
り
越

え
、
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
承

さ
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
行
事
で
す
。

◯
獅
子
舞
と
は

　
獅
子
舞
は
、
正
月
や
お
祭
り
の

時
に
獅
子
頭
を
か
ぶ
っ
て
舞
う
日

本
の
伝
統
芸
能
で
す
。
疫
病
や
邪

気
を
祓は
ら

う
力
が
あ
る
と
さ
れ
、
日

本
各
地
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

○
上
牟
田
口
の
獅
子
舞
の

　
歴
史

　
上
牟
田
口
地
区
で
は
、
明
治
時

代
の
中
頃
か
ら
獅
子
舞
が
始
ま
っ

た
そ
う
で
す
。
戦
時
中
の
中
断
は

あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
ま
で

継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後

し
ば
ら
く
中
断
し
ま
す
が
、
昭
和

56
年
に
地
区
の
若
い
有
志
に
よ
り

復
活
。
そ
れ
を
期
に
上
牟
田
口
獅

子
舞
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
現
在

ま
で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
獅
子
舞
に
は
、
２
人
以
上
で
１

体
の
獅
子
を
演
じ
る
二
人
立
と
、

１
人
で
１
体
を
演
じ
る
一
人
立
が

あ
り
ま
す
が
、
上
牟
田
口
の
獅
子

舞
は
、
２
人
で
演
じ
る
二
人
立
で

す
。
獅
子
は
赤
と
黒
の
２
体
が
あ

り
、
獅
子
役
の
４
人
に
先
導
の
露

払
い
役
１
人
を
合
わ
せ
た
５
人
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
毎
年
７
月
14
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
日
の

開
催
が
難
し
く
な
り
７
月
の
第
２

日
曜
日
に
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

町
の
出
初
式
で
も
３
年
に
１

度
、
芙ふ
よ
う蓉
の
舞
を
披
露
し
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
は
、
大
莞
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
が
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
の

音
に
合
わ
せ
て
、
赤
黒
２
頭
の
獅

子
が
舞
い
ま
す
。
芙
蓉
の
舞
が
次

に
見
ら
れ
る
の
は
、
令
和
８
年
１

月
の
出
初
式
の
と
き
で
す
。

○
行
事
当
日
の
流
れ

　
早
朝
、獅
子
役
と
露
払
い
役
は
、

花
宗
川
で
身
を
清
め
た
あ
と
、
三

島
神
社
境
内
の
早は
や
ま
ぐ
う

馬
宮（
祇
園
社
）

で
、
神
官
に
よ
る
祈き
と
う祷

を
受
け
ま

す
。
祈
祷
に
よ
り
魂
の
入
っ
た
獅

子
は
、
わ
ー
っ
と
声
を
上
げ
な
が

ら
、
神
社
境
内
と
公
民
館
を
回
っ

た
あ
と
、
地
区
の
家
々
を
訪
問
し

ま
す
。

　
家
に
上
が
っ
た
獅
子
は
、
中
を

駆
け
ま
わ
っ
た
り
、
家
の
人
の
頭

を
噛か

み
、
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま

す
。
訪
れ
る
家
は
80
軒
ほ
ど
。
回

り
終
え
る
頃
に
は
日
が
暮
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

▲みそぎを見守る
保存会の鶴岡さん

▲みそぎで厳粛な気持ちに

▲

▲獅子舞に関わる皆さん
もお祓いを受けます

上牟田口の伝統行事上牟田口の伝統行事

祇園獅子舞祇園獅子舞
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○
傷
ん
だ
獅し
し
が
し
ら
子
頭
を
き
れ
い
に

　

上
牟
田
口
の
獅
子
頭
は
、
幅

50
㎝
、
高
さ
30
㎝
と
一
般
的
な

も
の
よ
り
大
き
く
迫
力
が
あ
り

ま
す
が
、
家
の
中
で
ぶ
つ
け
る

こ
と
が
多
く
、
あ
ち
こ
ち
に
損

傷
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
、
獅
子
頭
の
修
理
が

文
化
庁
に
よ
る
伝
統
行
事
の
補

助
事
業
に
採
択
さ
れ
、
７
月
の

獅
子
舞
終
了
後
に
修
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

上
牟
田
口
南
自
治
区
長
で
保

存
会
の
会
員
で
も
あ
る
鶴つ
る
お
か岡

政ま
さ
か
つ勝

さ
ん
は
「
獅
子
頭
の
修
理

に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
な
た

め
、
今
回
文
化
庁
か
ら
採
択
を

受
け
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

獅
子
舞
を
通
し
て
地
域
を
活
性

化
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
と
文

化
の
継
承
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
語
り
ま
す
。

　

来
年
は
、
美
し
く

よ
み
が
え
っ
た
獅

子
頭
が
、
上
牟

田
口
地
区
を
駆

け
ま
わ
り
、
地

域
の
絆
と
幸
運

を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

【
町
内
の
獅
子
舞
の
開
催
】

　

町
内
で
は
上
牟
田
口
の
ほ
か

に
、
筏
溝
と
絵
下
古
賀
で
も
獅
子

舞
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
筏
溝
で

は
、
上
牟
田
口
同
様
２
体
の
獅
子

が
地
区
を
回
り
ま
す
。
絵
下
古
賀

で
は
獅
子
頭
を
公
民
館
に
設
置

し
、
参
拝
者
の
頭
を
噛
ん
で
無
病

息
災
を
願
う
と
い
う
形
を
と
っ
て

い
ま
す
。

▲家の中ををお祓いして回ります

▲絵下古賀 ▲筏溝

▲出初式での「芙蓉の舞」披露 ▲部屋を回った後に頭を噛んでお祓いします
▲露払い役が先に入り清めた後、「わぁ～～っ」と獅子が勢いよく入っていきます

○
令
和
６
年
度

　
　
　
上
牟
田
口
祇
園
獅
子
舞

日
付　
７
月
14
日
（
日
）

場
所　
三
島
神
社
（
大
字
上
牟
田

口
４
６
１
）
お
よ
び
上
牟
田
口
地

区
各
所

㉄
地
域
づ
く
り
課


０
９
４
４-

３
２-

１
０
４
７
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太陽光発電や蓄電池などを太陽光発電や蓄電池などを
お得に導入しませんかお得に導入しませんか

㉄ 環境課 　(0944-32-1120

導入設備 補助額 注意事項

　①太陽光発電設備 1kＷあたり 7 万円
(9kＷ上限 )

発電量の 30％以上を自家消費する「自家
消費型」しか対象になりません。
(FIT・FIP 契約不可 )

　②蓄電池 ( ①と同時設置 )　 蓄電池価格の 1/3 蓄電池価格は 1kＷh あたり 15.5 万円以下
で 15kＷh までが補助上限です。

　③蓄電池 ( 単独で設置の場合 ) 10 万円

　④ ZEH 住宅 55 万円 その他国補助金と併用はできません。

　⑤太陽熱利用システム 5 万円

　⑥電気自動車等充給電システム (V2H) 10 万円

　⑦電気自動車 (EV) 10 万円
申請日時点で 1 年以上大木町に住民登録し
ている人が補助を受けることができます。
契約前の申請が必要です。

　町では、環境負荷の少ない持続可能な循環型のまちづくり
を推進するため、新たな設備を導入する人に補助金を交付し
ます。

※各補助金の詳細、申請方
法などは、ホームページを
ご覧ください。

•	交付決定前に設置工事などに着手したものは、補助金の対象とな
りません。

•	補助金予算の上限になり次第、受付を終了します。（先着順）
•	補助対象設備などが、他の補助金の交付を受けている、または受

ける予定である場合は、補助金の対象となりません。
•	事業完了と町への実績報告を、定められた期日までに行う必要が

あります。

•	自らが所有し居住する住宅に設備を設
置する人、または自らが所有し居住す
るために町内に ZEH 住宅を新築する
もしくは設備を設置する人

交付申請にあたっての注意点交付申請にあたっての注意点
（必ず事前にご確認ください）

●●交付対象者交付対象者

●●補助メニュー補助メニュー

　太陽光パネル・蓄電
池の共同購入により、

費用を抑えて設置できる県の事業です。まずは
専用ホームページから参加登録し、設置した場
合の費用を確認してみてください。

㉄福岡県みんなのおうちに太陽光事務局
(0120-752-300（固定電話・携帯電話）
受付時間　10 時～ 18 時（平日のみ）

福岡県実施事業 太陽光パネル・蓄電池の共同購入
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児童手当の金額
（月あたり） 現　行 拡充後

令和６年10 月分（12 月支給分）から

０～２歳 15,000 円 15,000 円

第３子以降
30,000 円

３歳～小学生 10,000 円 第３子以降 
15,000 円 10,000 円

中学生 10,000 円 10,000 円

高校生年代 なし 10,000 円

所得制限 あり なし

☑次の①～③に該当する世帯も
　　申請が必要です。
①高校生年代の子どものみを養育している世帯
②受給資格者が所得限度額超過により特例給付の支給
対象外である世帯
③新たに施設入所等児童となる者がいる世帯

☑大学生年代の子を含め、
　　３人以上養育している世帯へ
 下記の要件を満たすと、大学生年代の子を第１子
とみなすことができ、第３子以降は 30,000 円の支
給になります。
①監護に相当する日常生活上の世話および必要な保
護をしていること
②生計費の相当部分の負担をしていること
要件を満たす場合、監護相当・生計費の負担につい
ての確認書の提出が必要です。

高校生年代も児童手当の対象と
なります！ 所得制限がなくなります！

児童手当の支払回数が増えます！ 第３子以降は児童手当が増額
されます！

支給額は 10,000 円です。第３子以降の
場合は 30,000 円となります。

所得によって児童手当の支給額が変動す
ることはありません。

２月・４月・６月・８月・10 月・12 月
の６回に分けて１年分が支給されます。

第３子の支給額が 30,000 円に増額され
ます。

POINT1

POINT3

POINT2

POINT4

※１　ここでの高校生年代とは、平成 18 年 4 月 2 日から平成 21 年 4 月 1 日生まれまでの子をいいます。
※２　ここでの大学生年代とは、平成 14 年 4 月 2 日から平成 18 年 4 月 1 日生まれまでの子をいいます。

拡充内容については、下記のとおりです。

☑児童手当はどう変わる？

令和６年１０月分から

児童手当が変わります！
～初回の支給は令和 6 年 12 月 5 日です～

問こども未来課(0944-32-1066

※１

※２

※１

※１※２

※制度の詳細、申請方法などは、
随時ホームページでご案内して
います。
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今年も石丸山公園で「音楽イベント」を開催します！
Instagram で情報を更新していきますので、チェックしてください！
㉄イベント実行委員会（大木町商工会内）0944-32-1336

第3 回第3 回
堀DAYミュージック2024堀DAYミュージック2024開催決定開催決定！！

10 月６日日　前夜祭 10 月５日（土）

マルシェフェスタ出店申込締切

第第 77 回回
軒先マルシェフェスタ 出店者募集軒先マルシェフェスタ 出店者募集

７月18日(木)

軒先マルシェフェスタってなに？

　作りすぎてしまった野菜や果物、趣味で作っている雑貨な
ど、地域の皆さんにおすそ分けをしてみませんか？
　興味のある人は、お気軽に事務局までお問い合せください。

　軒先マルシェフェスタは、町内各所に設置された販売ス
ポットを自由に楽しく巡ってもらうイベントです。このイ
ベントは町の魅力を地域の人々にもっと知ってもらおうと
スタートしました。町を散策しながら、すてきな商品と出
会ってみませんか。
㉄㈱クリエイティブおおき　(0944-78-2472

堀 DAY ミュージック
Instagram
QR コード

学生 MC 募集学生 MC 募集（町内限定）（町内限定）
　堀 DAY ミュージック 2024 を一緒に盛り上げてくれる
MC（当日の司会をプロの方と一緒にやっていただきます）
を、町内の学生限定で募集します。下記 QR コードから
お申し込みください。

申込締切　７月 31 日㈬

テントブース・キッチンカー・テントブース・キッチンカー・
フリーマーケット出店者募集フリーマーケット出店者募集
出店期間　イベント当日 10 時～ 17 時
　出店条件や申込方法など、その他詳細は、下記
QR コードからご確認ください。

申込締切　７月 31 日㈬

８月 11 日日 開催予定
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☆
★★★ 　KBC（九州朝日放送）が福岡県と佐賀県の自

治体を１週間ずつ放送する「ふるさとWish」。
６月10 日から16 日までの１週間、大木町の魅
力が放送されました。
　その取材風景などを紹介します。

▶ 焼 肉 Dining
さらんでインタ
ビューを受ける
応援隊の皆さん

▼アクアスをバックにポーズを決める地域おこし協力隊

◀郷土料理「ごろし」
を振る舞う食進会の
 皆さん

▶幻のキノコ「博多
すぎたけ」を紹介す
るドリームマッシュ
の廣

ひろまつしんすけ
松真輔さん

◀こだわりのブレ
ンダーアイスを紹介
する Y

ヨ ー ロ ー
OLO の古

こ が
賀

美
み よ こ

代子さん

▶徳
とくなが

永玲
れ い こ

子さんか
らインタビューを
受け、町の魅力を
語る塩川副町長

▶道の駅
おおきで
味噌汁の
試食

◀デリ& ビュ
ッフェくるる
ん自慢の料理
を紹介

◀気になる看板
「大薮習字教室」

▲仕事と趣味を語る
オオキマチベースの
中
なかしま

島伸
し ん ご

吾さん


